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第１節　計画策定の趣旨

平成 16 年（2004 年）10 月の合併により「七尾市」が誕生し、平成 21

年（2009 年）3 月に策定した「第１次七尾市総合計画」で将来像に掲げた「人

が輝く交流体感都市」の実現に向け、様々なまちづくりの取り組みを進めてき

ました。

しかし、計画策定から 10 年が経過する中で、少子高齢化の進展、地方にお

ける人口減少、中山間地域の荒廃、空家・空地の増加など、数多くの新たな課

題への対応が求められています。

こうした中、のと里山空港の開港、北陸新幹線金沢開業、のと里山海道の無

料化、能越自動車道の延伸など広域交通網の充実により、本市の拠点性は飛躍

的に高まっており、さらには、日本で初めて世界農業遺産に認定された「能登

の里山里海」、ユネスコ無形文化遺産に登録された「青柏祭の曳山行事」など、

七尾市の魅力が世界から評価される機運が高まってきています。

そこで、本市の魅力を最大限に活かしながら、市民が将来にわたって安心し

て住み続けたいと思えるまちづくりを進めるために、今後 10 年間のまちづく

りの基本的な方向性を示した、「第２次七尾市総合計画」を策定するものです。
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（１）計画の期間

総合計画の期間は、令和元年度（2019 年度）から令和 10 年度

（2028 年度）までの 10 年間とします。

（２）計画の構成

総合計画は、基本構想と基本計画で構成します。

①基本構想は、まちづくりの基本理念と目指す将来像を掲げ、

その実現のためのまちづくりの目標を示すものです。

②基本計画は、基本構想で示したまちづくりの目標を実現する

ための施策の方向性を具体化し、各分野別の施策を体系的に

示すものです。

七尾市総合計画は、「基本構想」、「基本計画」の２つの部門で構成します。

第２節　計画の期間と構成

構　想

計　画

○計画期間（10 年間）

　令和元年度（2019 年度）から

　令和 10 年度（2028 年度）まで

○計画期間（10 年間）

　令和元年度（2019 年度）から

　令和 10 年度（2028 年度）まで

令和元年度
（2019 年度）

令和 5 年度
（2023 年度）

令和 10 年度
（2028 年度）

１０年間

１０年間計 画

構 想
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（１）位置・地勢

七尾市は、石川県の北部、能登半島の中央に位置しており、北は穴水町、西は

志賀町、南は中能登町及び富山県氷見市と接しています。市の中心部には七尾西

湾、七尾南湾が広がり、北に能登島が浮かび、東は富山湾に面しています。

七尾南湾に臨む七尾港周辺に市街地が展開し、東西は山地に挟まれ、南は平野

が広がっています。日本海と七尾湾の海岸線、山並みが重なり合い、美しい自然

景観を創り出しています。

（２）面　　　積

市 域 面 積 は、318.29 ㎢で、

東西約 24 ㎞、南北約 26 ㎞に

わたっています。

地目別の土地利用状況は、農地が約 34.3％、宅地が約 9.1％、山林・その他

が約 56.6％となっています。

（３）気　　　候

冬季に降水量が多い日本海側特有の気候となっています。年間平均気温は約

14.２℃で、年間降水量は約１,９７８㎜となっています。

（４）沿　　　革

… 鹿島郡七尾町、南大呑村、北大呑村、崎山村、東湊村、矢田郷村、

徳田村、西湊村、石崎村、高階村、端村、田鶴浜村、赤蔵村、相馬村、

金ヶ崎村、西岸村、熊木村、中島村、豊川村、笠師保村、東島村、

中乃島村、西島村、羽咋郡釶打村が町村制を施行。

… 端村、田鶴浜村、赤蔵村の合併により和倉町が成立。

… 七尾町、徳田村、矢田郷村、東湊村、西湊村、石崎村と和倉町

の字和倉、奥原が合併し、七尾市制施行。

和倉町は字和倉、奥原を除き田鶴浜町として改称。

… 南大呑村、北大呑村、崎山村、高階村が七尾市に編入。

田鶴浜町、相馬村、金ヶ崎村の合併により新たな田鶴浜町制施行。

西岸村、熊木村、中島村、豊川村、笠師保村、釶打村の合併により

中島町制施行。

… 東島村、中乃島村、西島村の合併により能登島町制施行。

… 七尾市、田鶴浜町、中島町、能登島町の１市３町の合併により

現在の七尾市が誕生。
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（単位：人、世帯）

（単位：％）
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・年 少 人 口 ：15歳未満

　（75歳以上）

　（65～74歳）

・老 年 人 口 ：65歳以上

・生産年齢人口：15～64歳

H27
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総 人 口

世 帯 数

　（75歳以上）

　（65～74歳）

・老 年 人 口 ：65歳以上

・生産年齢人口：15～64歳

67,368

10,723
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7,906

5,650

20,799
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9,167
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15,090

8,363

6,727
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6,041

29,571
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9,400

9,540
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（５）人口・世帯数

七尾市の人口は減少傾向にあり、平成 27 年（2015 年）には、55,325 人となっ

ています。年齢構成別の推移をみると、高齢者数（65 歳以上）が増加し、年少人

口（15 歳未満）が減少しており、少子高齢化が急速に進行しています。

また、平成 27 年（2015 年）の世帯数は、20,855 世帯であり、平成 17 年

（2005 年）をピークに減少傾向にあります。さらに、１世帯当たりの人員も減少

を続けており、平成 27 年（2015 年）には 2.7 人となっています。

人口と世帯数（国勢調査）

人口の割合（国勢調査）

人口の推移 世帯数の推移

※総人口には、年齢不詳の人口含む
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第１節　調査の概要

七尾市における将来のまちづくりに関して、市民のニーズや意見を把握するた

め、平成 29 年（2017 年）9 月から 10 月にかけて、20 歳以上の市民から

3,000人を無作為に抽出し、「市民アンケート」を実施しました。

（配布数3,000通、回答数922通、回答率30.7％）

アンケート調査を総括すると、市民のまちづくりに対する意識は、以下のよう

に整理されます。

市民は、約７割が「住みやすい」としていますが、暮らしの満足度は半数に満たず、

特に、企業誘致・雇用対策と子育て支援を中心に、若年層が安心して暮らせる環

境づくりが求められています。

また、賑わい創出やスポーツ、芸術・文化振興策は施策のあり方や改善が望ま

れる一方、医療・福祉や社会基盤整備等については一定の評価を得ています。

今後は、行財政に対する健全化・効率化が求められる中で、市民の負担は現状

の範囲に収めつつ、施策の選択と集中によるまちづくりが求められています。

第２節　調査結果まとめ
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[n=890]

20代(n=116)

30代(n=147)

60代(n=214)

50代(n=197)

40代(n=170)

合計(h=890)

70代以上(n=46)

住みやすい

17.8%

どちらかといえば
住みやすい

54.6%

どちらかと
いえば
住みにくい

20.9%

住みにくい

6.7%

[n=889]

これからも
七尾市に
住み続けたたい

55.1%

七尾市の隣接市町に
移りたい 3.3%

七尾市の
隣接市町以外に
移りたい 8.9%

わからない

32.7%

１　住みやすさ

七尾市の「住みやすさ」については、「どち

らかといえば住みやすい」が全体の54.6%と

最も多く、「住みやすい」（17.8%）と合わせ

ると、７割の回答者が、七尾市を「住みやすい」

と評価しています。

〔年齢別住みやすさ〕

年齢別でみると、「住みにくい」、「どちらかといえば住みにくい」と回

答した方の合計は、20代で33.6％と最も多く、次いで30代（30.6％）、

40代（30.0％）と続いており、若年層の割合が高くなっています。

第３節　個別調査結果

２　定住意向

定住意向については、「これからも住み続けた

い」と回答した方が55.1%と半数以上を占めて

おり、七尾市以外に移りたいと回答した方は

12.2％と約１割にとどまっています。
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[n=922]

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

[n=882]

⼤変満⾜している。

2.4%

満⾜している

44.2%

あまり満⾜
していない

43.9%

満⾜していない

9.5%４　暮らしの満足度

本市の暮らしの満足度については、「満足し

ている」（44.2%）と「あまり満足していない」

（43.9%）が、ほぼ拮抗しており、「大変満足

している」を加えても、暮らしの満足度は半

数に届いていません。

３　七尾市で特に解決すべき問題（複数回答）

第１位：「働く場の減少」（53.4%）

第２位：「子どもの減少」（43.6%）

第３位：「商店・スーパー等の閉鎖」（36.2%）

第４位：「公共交通の利便性の低下」（32.4%）

第５位：「空き家の増加」（26.8%）
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５　施策の充実度・重要度

全32項目の中で、Ａ象限（優先して改善を要する）の項目は、「企業誘致・

雇用対策」や「子育て支援」等の若年層を主とした定住施策、Ｂ象限（現状

維持またはあり方の検討を要する）の項目は、「中心市街地」「商工業」等の

賑わい創出関連施策、Ｃ象限（現状の水準を維持する）の項目は、「医療」や

「ごみ・し尿処理」「上下水道」といった社会基盤、Ｄ象限（改善の必要性が低い）

の項目は、「スポーツ」「芸術・文化」といった文科関連施策が中心の傾向に

あります。

各象限の境界部にある項目のうち、「移住・定住」は、充実度が全項目で

最も低いことが注目されます。

※各施策に対する充実度の分布は、「大変充実している」を２点、「充実している」を１点、「あま

り充実していない」を－１点、「全く充実していない」を－２点とし、平均を算出。

※各施策に対する重要度の分布は、「大変重要である」を２点、「重要である」を１点、「あまり充

重要でない」を－１点、「全く重要でない」を－２点とし、平均を算出。
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Ｂ Ｄ 改善の必要性が低い項目

Ａ 優先して改善を要する項目 Ｃ 現状の水準を維持する項目

充実度低い 高い

0 0.5

0.5

1.0

1.0

-1.0 -0.5

-1.0

-0.5

教育
医療消防・防災対策

道路
防犯・交通安全 ごみ・し尿処理

公共交通
障がい者福祉

上下水道

協働
広報広聴

高齢者福祉

移住・定住

健康づくり

歴史・文化

地域福祉
住環境

行政運営

人権
自然環境商工業

地域づくり 景観

中心市街地

交流人口の拡大

芸術・文化
スポーツ

生涯学習

農林水産業

港湾
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〔年齢別充実度ランキング表〕

各年代に共通して「企業誘致・雇用対策」「中心市街地」「移住・定住」「住環境」

が低い一方、「交流人口の拡大」「上下水道」は共通して高くなっています。

年齢別に充実度の高い項目をみると、上位５項目には、各年代とも「歴史・

文化」「交流人口の拡大」「上下水道」が入る中で、40代と60代以上は「健

康づくり」、50 代は「地域福祉」が挙げられ、各年代の当面する関心事がう

かがわれます。

充実度の低い項目は、各年代とも「企業誘致・雇用対策」が挙げられ、

40代未満は「行政運営」、40代以上は「移住・定住」が高いようです。

順 位 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代以上
歴史・文化
上下水道
交流人口の拡大
景観
ごみ・し尿処理
自然環境
芸術・文化
健康づくり
医療
スポーツ
地域福祉
防犯・交通安全
人権
障がい者福祉
農林水産業
教育
道路
商工業
高齢者福祉
消防・防災対策
広報広聴

地域づくり
生涯学習
港湾
住環境
協働
行政運営
公共交通

中心市街地
移住・定住

交流人口の拡大
歴史・文化
上下水道
ごみ・し尿処理
地域福祉
景観
スポーツ
自然環境
健康づくり
農林水産業
芸術・文化
地域づくり
港湾
人権
医療
消防・防災対策
防犯・交通安全
教育
広報広聴
高齢者福祉

道路
障がい者福祉
商工業
協働
生涯学習
住環境
公共交通
移住・定住

中心市街地
行政運営

景観

医療

港湾
教育
人権

協働

道路

交流人口の拡大
歴史・文化
上下水道
健康づくり
芸術・文化

地域福祉
ごみ・し尿処理
自然環境
農林水産業
スポーツ

広報広聴
地域づくり
消防・防災対策
高齢者福祉

防犯・交通安全

障がい者福祉

商工業
生涯学習
公共交通
行政運営
住環境

移住・定住
中心市街地

交流人口の拡大
歴史・文化
上下水道
ごみ・し尿処理
地域福祉
健康づくり
スポーツ
景観
芸術・文化
医療
教育
地域づくり
広報広聴
防犯・交通安全
自然環境
農林水産業
消防・防災対策
港湾
協働
人権

障がい者福祉
道路
高齢者福祉
生涯学習
公共交通
行政運営
商工業
住環境
移住・定住

中心市街地

上下水道
交流人口の拡大
歴史・文化
ごみ・し尿処理
健康づくり
医療
芸術・文化
地域福祉
広報広聴
景観
スポーツ
教育
人権
防犯・交通安全
道路
協働

地域づくり
公共交通
消防・防災対策
高齢者福祉
行政運営
農林水産業
自然環境
障がい者福祉
生涯学習
港湾
住環境

商工業
移住・定住
中心市街地

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29

31
32

30

上下水道
歴史・文化
健康づくり
ごみ・し尿処理
医療
スポーツ
交流人口の拡大
地域福祉
公共交通
教育
芸術・文化
人権
地域づくり
防犯・交通安全
広報広聴
消防・防災対策
自然環境
協働
障がい者福祉
行政運営
景観
高齢者福祉
生涯学習

道路
住環境
農林水産業
港湾

商工業
移住・定住
中心市街地

11



〔年齢別重要度ランキング表〕

各年代に共通して「港湾」「スポーツ」「生涯学習」「芸術・文化」が低い一方、

「出産・子育て支援」「医療」は共通して高くなっています。

年齢別に重要度の高い項目をみると、上位５項目には、各年代とも「出産・

子育て支援」「教育」「医療」が入る中で、60 代以下は「消防・防災対策」、

70代は「公共交通」が挙げられ、各年代の当面する関心事がうかがわれます。

重要度の低い項目は、各年代とも「港湾」「芸術・文化」「農林水産業」「スポー

ツ」が挙げられます。

順 位 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代以上
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29

31
32

30

教育
医療
消防・防災対策

道路
防犯・交通安全
ごみ・し尿処理
公共交通
障がい者福祉
上下水道
協働
広報広聴
高齢者福祉
移住・定住
健康づくり
歴史・文化
地域福祉
住環境
行政運営
人権
自然環境
商工業
地域づくり
景観
中心市街地
交流人口の拡大
芸術・文化
スポーツ
生涯学習
農林水産業
港湾

教育
消防・防災対策
医療
防犯・交通安全
高齢者福祉

障がい者福祉
ごみ・し尿処理
公共交通
行政運営
道路
上下水道
住環境
協働
移住・定住
広報広聴
健康づくり
地域福祉
人権
歴史・文化
商工業
自然環境
地域づくり
景観
交流人口の拡大
中心市街地
農林水産業
スポーツ
生涯学習
芸術・文化
港湾

消防・防災対策
教育
医療

高齢者福祉
防犯・交通安全
道路
障がい者福祉
ごみ・し尿処理
上下水道
公共交通
協働
移住・定住
行政運営
広報広聴
住環境
健康づくり
地域福祉
歴史・文化
自然環境
商工業
人権
景観
地域づくり
中心市街地
交流人口の拡大
農林水産業
スポーツ
生涯学習
芸術・文化
港湾

消防・防災対策
教育

医療

高齢者福祉
防犯・交通安全
道路
上下水道
障がい者福祉
公共交通
ごみ・し尿処理
移住・定住
行政運営
健康づくり
協働
広報広聴
地域福祉
住環境
歴史・文化
商工業
人権
地域づくり
自然環境
景観
交流人口の拡大
中心市街地
農林水産業
芸術・文化
スポーツ
生涯学習
港湾

教育
消防・防災対策
医療
高齢者福祉
上下水道

障がい者福祉
防犯・交通安全
公共交通
ごみ・し尿処理
道路
行政運営
健康づくり
協働
移住・定住
地域福祉
広報広聴
商工業
人権
住環境
歴史・文化
地域づくり
自然環境
交流人口の拡大
景観
農林水産業
中心市街地
港湾
スポーツ
生涯学習
芸術・文化

医療

道路
教育
公共交通
上下水道
高齢者福祉

消防・防災対策
ごみ・し尿処理
防犯・交通安全
健康づくり
協働
商工業
交流人口の拡大
行政運営
人権
障がい者福祉
歴史・文化
地域福祉
広報広聴
自然環境
住環境
地域づくり
景観
移住・定住
農林水産業
中心市街地
スポーツ
生涯学習
芸術・文化
港湾
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